
担 当 課

担 当 者

連 絡 先

意見公募のテーマ：

①手段別意見応募件数

郵　　　便 ファックス 電子メール 県民課・総合事務所等へ その他の方法 計

14(3) 10(4) 5(1) 29(8)

②応募意見の政策案等への反映状況

対応状況 件　　数

計 29

③意見募集結果概要書を、1部添付してください。

とりネット
（実施担当課）

報道機関への
資料提供

県議会への報告
県民課等での

縦覧等
広報誌等への

掲　　載
その他

○ ○ ○ ○

    他の公表方法として該当するものに○を付してください。

5

・週末の夜など、夜間に反射材などを着用する歩行者が少ないことから、県内のデザイ
ナーやメーカーと共同して、デザインも重視しながら夜間でも目立ちやすいファッショ
ンやアクセサリーなどを開発してみてはどうか。
・高齢ドライバーの問題を抱える家族のために「高齢ドライバー家族の会」を設けて、
家族が抱える悩みの理解や免許の自主返納、返納後の住みやすい環境づくりについて考
えてみてはどうか。

今後の検討課題

パブリックコメント実施結果報告書

平成29年3月21日

主　　な　　意　　見

くらしの安心推進課

筏津

0857-26-7159

第１０次鳥取県交通安全計画（案）について

既に盛り込み済み 24

・小中学生が安心して登下校できるよう、学校周辺の制限速度の低速化やゾーン３０エ
リアを増やすべき。
・自転車歩行者通行道の整備にあたっては、都市部と本県の道路事情を踏まえた上で、
自転車に危険な通行を強いることのないよう、歩行者及び自転車の安全確保を進めるべ
き。
・自転車利用中に事故を起こした場合、子どもであっても事故の責任を免れることはで
きず、高額な損害賠償金を支払わなければならない場合もあるので、ルールを守り、事
故にあわない・起こさない風土づくりを教育現場でも進めていくべき。
・規模の小さな事業所では安全運転管理体制が整っておらず、事故が起こりやすい状況
にあると言える。安全運転講習会の開催や事業所における自主的な安全運転管理体制の
構築を推進すべき。


